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平成24年第１回太子町議会定例会（第436回町議会）会議録（第３日） 

平成24年２月29日 

午 前 10 時 開議 

                 議  事  日  程 

１ 議案第１号 平成23年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第４号） 

２ 議案第２号 平成23年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

３ 議案第３号 平成23年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

４ 議案第４号 平成23年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

５ 議案第５号 平成23年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第２号） 

６ 議案第６号 平成23年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

７ 議案第７号 平成23年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算（第３号） 

８ 議案第８号 平成23年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第４号） 

９ 議案第９号 工事請負変更契約の締結について（斑鳩小学校屋内運動場改築工事） 

10 議案第10号 町道路線の認定について 

11 議案第11号 障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直

すまでの間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

12 議案第12号 太子町税条例の一部を改正する条例の制定について 

13 議案第13号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

14 議案第14号 太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

15 議案第15号 太子町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

16 議案第16号 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

17 議案第17号 西播磨地域消防広域化協議会の設置について 

18 議案第18号 平成24年度兵庫県太子町一般会計予算 

19 議案第19号 平成24年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

20 議案第20号 平成24年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

21 議案第21号 平成24年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

22 議案第22号 平成24年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

23 議案第23号 平成24年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

24 議案第24号 平成24年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計予算 

25 議案第25号 平成24年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （総 括 質 疑） 

                本日の会議に付した事件 

１ 議案第１号 平成23年度兵庫県太子町一般会計補正予算（第４号） 

２ 議案第２号 平成23年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

３ 議案第３号 平成23年度兵庫県太子町介護保険特別会計補正予算（第３号） 

４ 議案第４号 平成23年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

５ 議案第５号 平成23年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補正予算（第２号） 

６ 議案第６号 平成23年度兵庫県太子町下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

７ 議案第７号 平成23年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計補正予算（第３号） 

８ 議案第８号 平成23年度兵庫県太子町水道事業会計補正予算（第４号） 

９ 議案第９号 工事請負変更契約の締結について（斑鳩小学校屋内運動場改築工事） 
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10 議案第10号 町道路線の認定について 

11 議案第11号 障がい者制度改革推進本部等における検討を踏まえて障害保健福祉施策を見直

すまでの間において障害者等の地域生活を支援するための関係法律の整備に関

する法律の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

12 議案第12号 太子町税条例の一部を改正する条例の制定について 

13 議案第13号 太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

14 議案第14号 太子町介護保険条例の一部を改正する条例の制定について 

15 議案第15号 太子町下水道条例の一部を改正する条例の制定について 

16 議案第16号 兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更について 

17 議案第17号 西播磨地域消防広域化協議会の設置について 

18 議案第18号 平成24年度兵庫県太子町一般会計予算 

19 議案第19号 平成24年度兵庫県太子町国民健康保険特別会計予算 

20 議案第20号 平成24年度兵庫県太子町介護保険特別会計予算 

21 議案第21号 平成24年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別会計予算 

22 議案第22号 平成24年度兵庫県太子町墓園事業特別会計予算 

23 議案第23号 平成24年度兵庫県太子町下水道事業特別会計予算 

24 議案第24号 平成24年度兵庫県太子町前処理場事業特別会計予算 

25 議案第25号 平成24年度兵庫県太子町水道事業会計予算 

        （総 括 質 疑） 

会議に出席した議員        

  １番   中 薮 清 志         ２番   堀   卓 史 

  ３番   藤 澤 元之介         ４番   首 藤 佳 隆 

  ５番   福 井 輝 昭         ６番   森 田 眞 一 

  ７番   平 田 孝 義         ８番   吉 田 日出夫 

  ９番   井 川 芳 昭        １０番   清 原 良 典 

 １１番   中 島 貞 次        １２番   服 部 千 秋 

 １３番   井 村 淳 子        １４番   橋 本 恭 子 

 １５番   中 井 政 喜        １６番   佐 野 芳 彦 

会議に欠席した議員 

   な   し 

会議に出席した事務局職員 

 局     長  上 田 眞 也     書     記  北   陽一郎 

 書     記  山 本 雅 子 

説明のため出席した者の職氏名 

 町     長  首 藤 正 弘     副  町  長  八 幡 儀 則 

 教  育  長  寺 田 寛 文     総 務 部 長  香 田 大 然 

 生活福祉部長  山 本 修 三     経済建設部長  山 本 武 志 

 教 育 次 長  神 南 隆 司     財 政 課 長  堀   恭 一 

        ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━        

   （開議 午前９時59分） 

○議長（佐野芳彦） 皆さんおはようござい

ます。 

 平成24年第１回太子町議会定例会第３日目

におそろいでご出席いただきありがとうござ

います。 
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 ただいまの出席議員は16名です。定足数に

達していますので、ただいまから平成24年第

１回太子町議会定例会を再開します。 

 これから本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配りましたと

おりです。 

 これから日程に入ります。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１ 議案第１号 平成２３年度兵 

       庫県太子町一般会計補正予算 

       （第４号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第１、議案第１号

平成23年度兵庫県太子町一般会計補正予算

（第４号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 暫時休憩します。 

（休憩 午前９時59分） 

（再開 午前９時59分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 いろいろと一般会計補正予

算説明もいただいておりますが、何点か再度

詳細説明、参考資料もありますが、ダブって

言うこともございますが、再度説明をお願い

いたします。 

 34ページの下の負担金、19番保健衛生のと

ころの休日夜間急病センターの分担金の追加

14万8,000円のご説明と、それから36ペー

ジ、委託料の上太田瓦れき処分の管理委託料

減額52万円、どうして減額になっているのか

というご説明と、それと38ページの一番下の

委託料、これも説明ございましたが、900万

円減額の、橋りょう点検の委託料減額の再度

詳細説明と、それと40ページの公有財産購入

費のところの総合公園の用地購入費の減額、

面積を下げたということでありましたが、再

度詳細説明をお願いいたします。 

 それと、42ページの報酬の一番上のとこ

ろ、産業医報酬追加、この12万円の理由と、

それと42ページ、工事請負費の太田小学校耐

震補強工事減額の1,100万円ですか、これの

再度の説明と、それから44ページの２番目の

13委託料、東中学校の校舎の増築工事の実施

設計の委託料減額780万円、委託料は幾らで

あったのかと、設計委託。それと、工事費で

すか、まだ工事かかってませんが、工事はど

れぐらいなのかと。それと、設計委託されて

いる委託会社名がわかればよろしくお願いを

いたします。 

 それと、44ページ、下のところ、13の委託

料、スクールバス運行管理委託料、この11万

2,000円、これの減額理由。 

 それと、46ページ、図書館の工事請負費、

オストメイトの工事ですか、これの60万円減

額、これは工事費は幾らであって、どこで工

事をしたのか、工事会社名わかればよろしく

お願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） まず、34ペー

ジの揖龍休日夜間急病センター運営費分担金

でございます。これにつきましては、その算

定根拠は平成23年度の普通交付税の単位費用

によって案分されるというものでございま

す。この額が730万9,000円ということで確定

しましたので、揖龍衛生事務組合の人口案分

によって額が14万8,000円増額となっており

ます。 

 それから、36ページの上太田瓦れき処分場

管理委託でございます。これは当初予算

367万円に対しまして、３月末を迎えまして

決算見込みが確定しましたので、財源整理と

して52万円減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） まず、38ペー

ジの橋りょう点検の減額の説明ということで

ございますが、これも以前説明をさせていた

だきましたが、ＪＲ３橋の点検を行うもの

で、軌道上以外の部分については前年度に実
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施ができたもので、その部分を省いたという

ことで減額となっております。 

 それから、40ページの用地購入費でござい

ますが、23年度におきましては山林３筆、

6490.7平方メートルの購入を行ったもので、

特に内示額の変更等によりまして若干その部

分については以上のような面積でしか買えな

かったということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） まず、42ページの

産業医報酬の関係でございます。東中校区、

西中校区にそれぞれ３校ずつ、中学校、小学

校合わせましてございます。その県費の職員

を対象としたものでございます。そして、

100人以下、その３校が合わせて100人以下の

場合は月額１万5,000円、101人から200人ま

では２万円と基準がございますので、それぞ

れ36万円ずつを予想しておりましたけれど

も、２校合わせまして36万円を予想しており

ましたけれども、結果として100人を超えま

した関係で48万円の支出が要るということに

なりました。月額をそれぞれ5,000円ずつア

ップしたものでございます。 

 次、太田小学校南館の関係でございます。

予算としましては１億3,458万円を予算措置

しておりましたけれども、先般12月でご議決

いただきましたように契約額が変更になりま

して、決算としましては１億2,349万4,000円

の見込みでございます。したがいまして、差

し引き1,108万6,000円の減額となりました。 

 次、44ページお願いします。委託料ですが

……。 

 委託先は橋設計事務所でございます。そし

て、予算としましては1,088万2,000円を持っ

ておりましたけれども、入札の結果落札価格

が308万2,000円となりました。したがいまし

て、780万円の減額となりました。 

 それと、東中の関係でございますが、新年

度予算の160ページをまた見ていただきたい

んですけども、そこで工事請負費１億

8,653万4,000円と、３つの工事合わせまして

措置しております。そのうちのもう大部分が

本体工事となります。 

 そして、スクールバスの関係でございます

が、当初予算400万円予定しておりました。

見積入札の結果、388万8,000円となりまし

た。したがいまして、11万2,000円の減額と

なりました。 

 次、46ページお願いします。図書館の関係

でございます。オストメイト対応型トイレの

関係でございますが、これにつきましては、

予算措置としましては286万7,000円を措置し

ておりましたけれども、実際の落札が226万

7,000円でございますので、60万円の減額と

なりました。 

 以上でございます。 

 それと、落札先は、ちょっと済いません、

落札業者の名前は今資料がないのでわかりま

せん。申しわけないです。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 首藤佳隆議員。 

○首藤佳隆議員 おはようございます。 

 それでは、歳入のほうから確認させていた

だきます。 

 まず、12ページ、一番下、児童福祉費負担

金ですけども、説明のほうで他市町の子供さ

んの受け入れ等で減額があったということ

と、一番下の追加があったということですけ

ども、減額金額が932万円と大きな額になっ

ているので、もう少し詳しく説明をお願いい

たします。 

 続いて、14ページ、上から２番目の３社会

教育費負担金の学童保育保護者負担金減額、

これも学童保育のほうは結構満杯と聞いてお

ります。その辺を含めて、保護者負担金の減

の理由をお願いいたします。 

 続いて、16ページ、土木費国庫補助金の１

番道路橋りょう費補助金600万円ほど減額に

なっておりますが、これの詳細説明をお願い

いたします。 

 その次、２番の都市計画費補助金、これも

400万円の減額ですけど、詳細のほうお願い
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いたします。 

 続いて、18ページ、県支出金の民生費、１

番社会福祉費補助金の一番下、地域支え合い

体制づくり事業補助金追加、これは何の事業

の分でということの説明お願いいたします。 

 下から２番目、１番労働費補助金、緊急雇

用就業機会創出という追加と、ふるさと雇用

再生事業の減額、この辺少しわかりやすく説

明お願いいたします。 

 続いて、20ページ、県支出金の４番統計調

査費委託金、経済センサス調査費委託金の追

加ですけども、当初で115万円あって、また

６万円の追加になっておりますが、これちょ

うど今行われてるとこだと思うんですけど

も、金額の詳細と、順調に進んでいるかどう

かということを確認したいと思います。 

 続いて、22ページ、寄附金のふるさと応援

寄附金追加、これの詳細お願いいたします。 

 続いて、歳出ですけども、26ページ、一番

下、負担金補助金、自治会の放送設備、副町

長から説明あったんですが、ちょっと聞き取

れない部分があったんで、再説明をお願いい

たします。 

 続いて、36ページ、上から２番目の委託

料、ここ毎年どなたかが質疑されております

が、副町長の説明で金額ベースのお話をお聞

きしたと思うんですが、人数の確認をお願い

いたします。 

 続いて、40ページ、公園事業費の15番工事

請負費の総合公園駐車場トイレ、減額になっ

ておりますが、これの説明お願いいたしま

す。 

 先ほど井川議員も聞かれましたが、17番の

公有財産購入費、総合公園用地購入費、減額

ですけども、減額の説明はわかったんです

が、買収面積を減らしたということでした

が、総合公園の計画そのものの変更という

か、計画に影響出てくるんかどうかというこ

とをお聞きいたします。 

 続いて、42ページ、小学校費の18番備品購

入費、これ中学校の18番の備品購入費減額と

あわせて、それぞれどこの小学校、どこの中

学校で何を予定して購入したのかと、中学校

のほうは予定していた分の減額は何かという

ことを、お願いします。 

 あと、教育振興費の７番賃金のところ、こ

れも中学校のほうでも入ってるんですが、中

学校の教育振興費の７番の賃金、ともに社会

人活用非常勤指導員賃金の減額があるんです

が、社会人の活用ということで、これは途中

でおやめになったのか、よい人材がいなかっ

たのかとか、いろいろ理由はあると思うんで

すが、その辺の説明をお願いいたします。 

 42ページ、一番下、20番の扶助費、これも

特別支援教育就学減額等ですけども、説明の

ほうで対象児童の見込みが下回ったというこ

とでしたが、当初の予定人数と実績の数をお

願いいたします。 

 44ページの中学校費、教育振興費、20番扶

助費、これも先ほどと同じように当初の見込

み下回ったということですが、当初の見込み

の数と実績の数お願いいたします。 

 以上、お願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） まず、12ペー

ジの児童福祉費負担金でございます。これに

つきましては、34ページの保育所運営費の扶

助費がかかわってきます。マイナスの

3,917万8,000円でございますけども、これに

つきましては当初受け入れ児童年齢区分の見

直しということで、保育所運営費の単価がゼ

ロ歳児から５歳児まで各年齢によりまして当

初予算組んでおります。運営費が高額である

ゼロ歳児受け入れ人数が当初のより減少して

おります。他の年齢階層も各階層ごとそれぞ

れ差額が出てきておりますけども、今その結

果減額が生じるものでございます。ちなみ

に、保育所運営費の中で当初4,452名ほど予

定しておったんですけども、4,236名という

ような、今現在の見込みとしてはそのぐらい

の人数というふうになっております。 

 それから、18ページの民生費県補助金の社

会福祉費補助金でございます。地域支え合い

体制づくり事業補助金追加でございます。こ
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れは９月補正で高齢者見守り活動支援委託料

ということで、９月で補正させていただいて

おります。これは当初555万円でしたんです

けども、このたび額が確定しまして、内示が

来まして774万9,050円ということで、219万

9,000円追加させていただいております。 

 それから、36ページ、妊婦健康診査委託料

でございます。マイナス569万5,000円、これ

につきましては当初母子健診の妊婦助成とい

うことで、当初予算では約400名、上限を単

価5,000円としまして、14回分ということで

5,600件の予算を置いておりました。です

が、ほとんど14回を使われないということ

で、11月までの実績としましては2,861件と

いうことで確定しております。それ以後、

12月から３月までの分としまして1,600件見

込みまして、このたび569万5,000円の減額を

しております。 

 以上でございます。 

（聞き取り不可） 

 人数ですか。人数は最終的には4,461件を

見込んでおります。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 16ページ、道

路橋りょう補助金の減額の理由ということで

ございますが、先ほどもありましたが、これ

につきましては橋りょうの長寿命化修繕計画

策定事業におきます点検業務の額の確定とい

うことで、ＪＲ分の額が減った分、その分減

額となっております。 

 それから、都市計画費補助金でございます

が、都市公園の補助金でございますけども、

施設関係で300万円、用地費で100万円、計

400万円の減額となっております。これはい

ずれも額の確定ということで、施設について

は２分の１、用地については３分の１の補助

でございます。 

 それから、18ページでございますが、労働

費補助金でございます。これは緊急雇用とふ

るさと雇用再生、２つあるわけでございます

が、当初公共ます管理点検業務事業に係る補

助金についてはふるさと雇用再生事業という

ことで予定をいたしておりましたけども、県

からの指導がございまして、その事業につい

てはふるさとにはなじまないということで、

緊急雇用であるということで、そちらのほう

に振りかえをいたしました。と、あわせて額

の確定、それ以上に増えてる数字については

額の確定ということでございます。 

 それから、40ページの15番工事請負費の減

額でございますが、これにつきましても額の

確定に伴うもので、単独分と補助分合わせて

330万円を減額いたしております。これはト

イレに関するもので、内容としては電気、水

道等の引き込み部分の減等を見ております。 

 それから、あわせて40ページの公有財産購

入費で減額となっているが公園計画に影響は

ないかということでございますが、今のとこ

ろいずれも残っている分については山林部の

みでございますので、平地部の分については

すべて買収が終わっております。特に工事に

影響が出るということはございません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 20ページの統計調

査費委託金、経済センサス委託金の追加でご

ざいますが、補正前は117万1,000円で、６万

1,000円増額なんですが、県より１月10日に

増額の内示がございました。それで補正額を

計上するものです。中身につきましては、町

内約1,200ぐらいの事業所の調査でございま

す。事業所における国勢調査のようなもの

で、５年に１度経済センサス調査を行うもの

でございます。 

 それから、22ページのふるさと応援基金の

中身についてご説明申し上げます。23年度に

つきましては、合計７件の寄附がございまし

た。内訳といたしましては、5,000円が１

件、２万円が１件、３万円が１件、５万円が

２件、20万円が１件、100万円が１件、合計

135万5,000円でございます。 

 それから、26ページのコミュニティー施設

整備費の自治会放送の関係でございますが、

この補正前は７件、例えば助久だとか、北之
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町だとか、いろいろあったわけですが、それ

の掲示板新設更新、また放送設備も行いまし

た。その後、吉福と東南より補助申請がござ

いまして、吉福が36万3,000円、東南が63万

円、これ足しますと99万3,000円になって、

この62万円と合わないんですが、それは前後

します、今言いました助久、北之町、トータ

ルでもって60万2,000円の補正額の計上とい

うことになったものでございます。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） お答えいたしま

す。 

 まず、14ページ、社会福祉費の社会教育費

負担金でございます。学童保育の保護者負担

金の関係でございます。当初1,900万8,000円

を予定しておりました。しかし、収入見込み

を精査しますと1,712万4,000円ということ

で、188万4,000円の減でございます。当初は

前年度の児童数をベースに踏まえまして負担

金を積算しておりました。23年度は申込者数

が少ない、かつ年度途中での休園とか退園が

ございました。４月ベースで比較しますと、

22年４月が296人、23年４月が265人という形

で、マイナス10.5％でございました。したが

いまして、約10％程度の減となってございま

す。 

 次、42ページお願いします。管理用の備品

の関係でございますけれども、小学校費の備

品は、工事に伴うものが石海小で44万円、太

田小で35万5,000円、合計79万5,000円の増で

ございます。しかし、現在予算を組んでおり

ます23年度ベースで管理用備品が20万円の減

と、これはすべて入札残でございます。した

がいまして、相殺しまして59万5,000円の減

でございます。その内訳をお尋ねでございま

したが、詳しくは資料持っておりませんでお

答えできません。 

 そして、44ページの同じく中学校費の関係

の備品購入は、これはすべて入札による残で

ございます。 

 次、42ページに戻っていただきまして、賃

金の関係でございます。スクールアシスタン

ト賃金減額、これは各小学校に１名ずつ配置

しております。時間制で雇用しておりますの

で、その実績が減ったということでございま

す。人数は変更ございません。 

 下の社会人活用でございますが、石海小は

車いすバスケットの関係で１名、１件活用が

ございました。予算措置としましては当初

30万円を予定しておりましたけれども、１件

で２万円の執行でございますので、28万円の

予算を減額させていただきます。 

 次、44ページのほうで、中学校の社会人活

用につきましては、これも１件活用がござい

ました。内容は、面接の仕方、マナー講習の

指導員という形で１件ございました。当初

15万円予算を計上しておりましたが、執行は

２万円という形で13万円の減となってござい

ます。 

 次、教育振興費の42ページでございます。

一番下の扶助費でございますが、特別支援教

育、就学奨励費の関係でございますが、当初

54名を予定しておりましたが、実績としまし

ては39人という形で、15人の減となってござ

います。したがいまして、40万円、これは実

績による減でございます。要保護、準要保護

児童の援助費、これも当初123人を予定して

おりましたが、実績としまして104人。した

がいまして、19人の減という形で、実績とし

まして180万円の減でございます。 

 次、44ページの中学校費のほうの扶助費で

ございますが、これもそれぞれ小学校と同

様、実績による減でございます。特別支援の

関係でございますが、当初19人、実績では

11人、８人の減でございます。要保護、準要

保護の関係でございますが、当初74人を予定

しておりましたが、実績で55人という形で、

19人の減でございます。それぞれ実績に従い

まして扶助費を予算減額するものでございま

す。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 首藤佳隆議員。 
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○首藤佳隆議員 今教育次長から社会人の活

用の件をお聞きしたんですが、小学校が車い

すバスケットの方、中学校が面接マナーとい

うことでしたが、例えば小学校は当初で８名

で30万円の計上がされてたんですが、これ１

名しかいらっしゃらなかったわけですが、ど

ういった対象の方を８名想定されてて、どう

いった募集されてて、１名しか来なかったの

か、学校が必要としてるのが１名だったの

か、そこだけちょっとお聞きしたいんです

が。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 申しわけないです

が、当初８名のその予定していた人員の、ま

たその職務内容等についてはちょっと今わか

りませんが、車いすバスケットの関係のよう

に、学校のほうが現場で必要だという形で活

用されますので、活用の頻度が少なかったと

いうことで、その理由としては詳しくわかり

ません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 井村淳子議員。 

○井村淳子議員 34ページの子ども手当の関

係です、扶助費のほうで。この関係は制度変

更になるため減額ということで説明があった

んですけども、先般ニュースでもありました

が、推計全国で100万人の方が受給のための

申請をしてないというような発表がありまし

た。太子町におきましては10月以降申請を再

度し直してくださいというような通知が出た

んですけども、太子町においてはそういうよ

うな申請をされてない方がおられるのかどう

かについてお聞きします。 

 それと、36ページの労働費の委託料の防犯

灯調査の委託料の減額について詳細説明をお

願いします。 

 それと、42ページ、教育費の工事請負費

で、太田小学校の北館と石海小学校の本館が

今回国の第３次補正予算、23年度の第３次補

正予算を活用されて繰越明許となっているわ

けですけども、今回の補正予算の関係では耐

震工事とともに学校の防災機能強化のために

使える予算であるということでも聞いており

ます。今後どういうふうに考えているのか。

そういう方向性ですね。耐震、あわせて防火

機能、またそういうエネルギーの関係、そう

いうことも含めて考えておられることがあり

ましたらお願いいたします。 

 以上、お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 34ページの子

ども手当の関係でございますが、未申請のと

いうことでございます。実は２月14日に、未

申請の方、太子町で34名ございました。34名

の方に未申請ですよということで送付しまし

たら、ちょうどそのときにテレビがやってお

られて、たくさん電話ありまして、今現在２

月24日ぐらいで20名がちょっと未申請という

ことで、３月末まででございますので、３月

中には何とか連絡とり、書留等で最終的には

実施していきたいなあというふうに考えてお

ります。 

 それから、36ページの防犯灯調査委託料で

ございますが、これは町管理の防犯灯の設

置、これを識別番号調査いたしまして、地図

ソフトに設置場所と識別番号を入力し、デー

タ化していきたいということでございます。

今回それの契約を行ったわけですけども、最

終的に変更契約で257万2,500円ということ

で、113万7,000円の減額ということでござい

ます。今現在調査本数で約900カ所ぐらいと

いうことでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 42ページの２小学

校の関係でございますけれども、耐震補強工

事のほかに、太田小におきましてはトイレの

改修もあわせて北館やらせていただきます。

あと、議員お尋ねの防災面とか、エネルギー

と言えば太陽光発電とかいろいろとあると思

うんですが、それらについては、特に防災面

で、耐震補強自体が防災面なんですが、それ
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以外のもの、またエネルギーのものについて

は今のところ予定しておりません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 また二、三点ご質問いたし

ます。 

 20ページの県の教育補助金のトライやる・

ウイークの推進補助金追加で、この50万円。

トライやる・ウイークというのは結構生徒に

は人気で、いろいろととり合いになるような

ところもあるということで話を聞いておりま

すが、これの追加される理由と、それと24ペ

ージの教育雑入の図書整備支援事業交付金、

100万円ほど入ってくるという形で、これに

関して、図書館に行くのか、学校の図書整備

に行くのか。図書館であるんであれば、これ

はよく予算決算で話しするんですが、図書費

のところでいつも大体600万円か700万円の図

書購入費があるんですが、その中で図書館の

ところに行きますと、あの入り口のところに

週刊誌であるとか、いろんな雑誌が置いてあ

るんです。いつも言うんですが、女性のファ

ッション雑誌を置いてあるところがあるんで

す。だから、そういった意味があるのかない

のか、個人の趣味とか、そういうことの本を

置いていいのかどうかということをいつも私

言ってますが、相変わらずそういった本が置

いてあると。週刊誌含めてそうですけど、そ

んなことを図書費で買ってどうするんやとい

うふうに。科学雑誌やサイエンスとか、ニュ

ートンとか、いろんな科学雑誌ありますが、

そういったことは学術上いろんな知識がある

ということで私もええことやなと思うんです

が、そういった女性のファッション雑誌です

か、だれがそういったことを考えて購入をさ

れているのかということもあわせてお聞きを

したいと思っております。 

 それと、先ほどもちょっと少しありました

が、42ページの工事請負費の太田小学校の南

館の改修補強工事ですか、これの1,100万

円、この減額ということで、かなりの金額が

減額ということで、これの詳細説明をよろし

くお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） トライやるの関係

でございますが、これはそこに記載…… 

（「ページ数を」の声あり） 

 あ、失礼しました。20ページでございま

す。学校費補助金の関係でございますが、ト

ライやる・ウイークで50万円が増額でござい

ますが、県としましては、その上にある自然

学校、またその下にある環境体験、この３つ

を合わせて一括で交付されるわけで、トライ

やるは50万円増えておりますけれども、上の

分と下の分がそれぞれ減額して、３事業合わ

せて結果としては２万8,000円しか増えてな

いという形で、県からの補助金決定通知によ

って上げさせていただきました。 

 それと、24ページの図書でございますけれ

ども、教育費雑入の関係ですが、これにつき

ましては兵庫県市町村振興協会からの交付金

でございます。各市町が図書整備の財源に苦

慮しているという、そういう状況に考慮して

交付されるものでございます。したがいまし

て、図書費の購入に充当させていただいてお

ります。 

 また、議員お尋ねのファッション誌の趣味

のものでございますけれども、これにつきま

しては、週刊誌、月刊誌的なものにつきまし

ては備品購入じゃなくて消耗品で購入させて

いただいてます。それにつきましては、その

ニーズがあるということで購入をさせていた

だいていると考えております。したがいまし

て、確かに議員がおっしゃるように趣味的な

もの、旅行雑誌等もございますが、住民のニ

ーズがあるという形で考えさせていただいて

おります。 

 それと、42ページの太田小の関係でござい

ます。これにつきましては、入札による減額

と最初のときにお答えさせていただきました

けれども、入札による決定、価格が決定し、

そして変更契約もここで認めていただいたも
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のでございます。それに従いまして予算残が

発生したということで減額させていただいて

おります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 18ページ、15款２項の節１

労働費補助金、先ほど来説明がある分です

が、ここについてお尋ねしたいのは、県の指

導によりふるさとのほうから緊急雇用のほう

にということでそうしたという今説明があっ

たのですが、これでお尋ねしたいのは、最初

にこれ上げてるときにはそういう県の指導と

いうようなものはないのでしょうか。要は最

終段階もしくはその出した後で指導があるも

んなんですか。この辺の県との打ち合わせと

いいますか、話し合いというか。最初もう書

類出したときはオーケーになっていた後でな

るのか、そこをちょっとご説明をいただきた

いと思います。 

 それから、20ページの16款１項第１節の利

子及び配当金で、公共施設建設基金預金利子

減額のマイナスになっている理由をご説明い

ただきたいと思います。 

 38ページ、８款２項第13節委託料、先ほど

からこれについてもご説明があり、この議案

の説明のときにもあったわけですが、部長の

説明によりますと軌道上以外は前年度とおっ

しゃってるんですが、前年度にできたと。そ

れで、今年はそれを省いてということは、今

年度はどういうことをやっておられるのか、

もう少しわかりやすくご説明をいただけたら

ありがたいと思います。 

 40ページですが、８款４項第17節公共財産

購入費なんですけれども、まず用語としまし

て（単独）というふうに書いてあるんですけ

れども、この単独というのはどういうことを

意味しているのでしょうか。それで、議案の

説明のときに、国の内示によりということ

で、そのときに震災で減ったということもお

っしゃったと思うんですが、その震災によっ

て減るということは、そういうことまでわか

るんでしょうか。というのは、そういう通知

のもとにこういう、これ及びほかのものも、

そうしますとほかのところも震災によって、

もともとはこれくらいを地方に回そうと思っ

てたお金が震災があったので減るというの

は、これについてはそういう説明があるんで

すが、それがわかるんであればほかのところ

もいろいろこういうことについて減ると思う

んですけれども、ほかのところでは増えてる

ところもあるわけで、はっきりと震災による

というのがわかるのかどうなのか、その辺を

お尋ねをしたいと思います。 

 それから、42ページ、10款２項２目第９節

ですが、費用弁償減額148万円のご説明をお

願いいたします。 

 44ページ、10款教育費、４項第１目第７節

賃金、パート教諭賃金減額220万円あるんで

すが、どういう事情により、額がこれだけあ

りますので、当初はこういう予定であったけ

れども、教員が早く戻られたとか、何かある

と思うんですけれども、それについての説明

をお願いいたします。 

 じゃ、以上お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 18ページの労

働費補助金の減でございますが、これについ

ては当初申請の中ではふるさとということで

事業の申請をいたしておりました。当然事前

の協議の中でもそういったことで予算計上も

させていただいておりましたが、年度に入り

まして再調整の中で調査の結果、県から緊急

雇用への対応であるというようなことが再内

示受けましたので、そういった指導のもとで

組みかえをいたしております。 

 それから、38ページなんですが、今年度は

ということでございますけども、従来から申

し上げておりますように、今年度については

軌道敷内、ＪＲ用地内分について点検を行っ

ていただく。それ以外の分については既に対

応ができたということでございます。 

 それから、40ページの公有財産購入費につ
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きましては、用地においては３分の１という

補助金でございますが、単位が100万円単位

というようなことでございますので、それぞ

れの端数については単独ということになりま

して、結果的にこういったものになっており

ます。 

（服部千秋議員「単独の意味は」の声

あり） 

 ええ、ですから、今言いました100万円単

位ですので、締め切るというんか、単位が

100万円までの間の端数については単独処理

ということでございます。 

 それから、災害の影響というのは、やはり

全体としては当然出てくると思います。公園

の事業の中でもそういったものが出ておりま

すし、それ以外の部分については私の部分で

はちょっと把握できていません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 20ページの公共施

設建設基金の減額についてのお尋ねでござい

ますけれども、これ当初予算時につきまして

は0.2％で予算計上をしておりました。昨今

の利率の減ということで、今現在公共施設建

設基金については高くても0.12、低いところ

では0.1とか、そういうような利率になって

おりますので減額ということになったもので

ございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 42ページでござい

ます。旅費148万円、これは費用弁償の減額

と書いてございますが、これにつきましては

スクールアシスタント、社会人活用の指導

員、外国語活動の講師、この３者の旅費と申

しましても、非常勤の職員でございますの

で、自宅から勤務中の学校への旅費になるわ

けですけれども、これにつきましては、支給

根拠が県では条例がございますが、町におい

てはこれらの非常勤の者に対して旅費を請求

する根拠となる条例がございません。したが

いまして、これにつきましては全額予算計上

いたしましたものを支給しないということに

しております。 

 それと、44ページの幼稚園費をお願いいた

します。賃金でパート教諭の賃金の減額でご

ざいます。これについては、議員おっしゃっ

たように出勤日数とか時間数の減、これは実

績で減額でございます。当初1,974万8,000円

を予算上げておりましたが、実績が1,754万

8,000円という形で、ちょうど200万円を減額

するものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今お答えをいただいたんで

すけれども、まず18ページの労働費補助金に

ついては、そうしますと最初は県はオーケー

と言ってたけども変えたということですか。

それとも、私がちょっとお尋ねしたいのは、

もうこういうものは最初書類だけ出しといて

後で新年度になってから県は、今県はいろい

ろ審査して、ちょっとこの用途はこちらに変

えてくれというふうにおっしゃるのか、その

辺のことをもう一回確認をさせていただきま

す。 

 それから、20ページで利子のところなんで

すけど、利率が下がったからということであ

りますが、ほかの２つについては増えとんで

すけど、ちょっとこれとの絡みといいますか

をご説明をお願いいたします。 

 それから、40ページの公有財産購入費のと

ころで、単位数は端数のものを単独でとおっ

しゃったんですが、もともと総合公園用地購

入費のほうのこの減額見てみますと1,000円

単位で、272万4,000円とこうあって、その単

位をそのように処理されてるということが、

済いません、理解できないものですから。理

解できないというのは、これそのようにされ

てるんでしょうか。上の工事請負費のとこは

そうなっておるんですが、17節のところはそ

うおっしゃったような端数でないので、もう

少し、恐れ入りますけど、わかりやすくご説
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明をお願いいたします。 

 それから、42ページの旅費のところで、本

町において今言われた３件についてのその支

払いの根拠がないというので全部払わないこ

とにしたというご説明なんですけれども。と

いうことは、今回そうされますが、これまで

こういうものは払ってきておられたんですか

ね。それで、今年度から条例にないので払わ

ないということにしていくということなんで

しょうかね。これだけの額があるものですか

ら、これ受け取る側にしても、もし去年出て

て今年出てなかったら、今年度からやめます

て言われて、それ言われた本人にしたら、

え、何で、何でこんなに急に変わるのかな

と、今まではどうだったのかなということに

なると思いますので、以上、済いませんけ

ど、わかりやすくそれぞれご説明お願いしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 18ページの当

初からどうだったのかということでございま

すが、先ほど申し上げておりますように、予

算を調製する前の事前の情勢の中では当然そ

ういった形で県との調整も行っておりました

が、実際執行する中で再度事業内容精査とい

う関係で、やはりそれは緊急雇用であろうと

いうような指導がございましたので変えたと

いうことでございます。 

 それから、公有財産につきましてでござい

ますが、先ほど端数の関係ということでのお

話なんですけども、100万円単位というの

は、当然当初から用地についてはそういう決

めといいますか、そういったものがございま

すが、予算上端数まで、単独分で処理する分

も含めて予算計上いたしておりました。そう

いうことで、結果的に最後にその分について

は減額するということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 財政調整基金等と

の利子との絡みでございますけども、財政調

整基金におきましては…… 

（「ページは」「20ページ」の声あ

り） 

 ああ、20ページの利子及び配当金の中の財

政調整基金の利子等につきましてでは、当初

に６億円程度で利子を見込んでおります。財

政調整基金におきましては、歳計現金とのや

りとりとかそういうものもございますので、

利子を低目に設定して当初は置いておりま

す。現実的には11億円程度の22年度末で財調

の残高ございますので、当然その分について

増えたものでございます。ほかの部分につい

ても、その都度の定期預金のあり方等によっ

て利率が若干変わりますので、その辺で増減

があるものでございます。よろしくお願いし

ます。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 42ページの旅費の

関係でございますが、先ほど申し上げました

３者につきましては、22年度までは県条例に

準じて支給させていただいておりました。し

かし、23年度につきましては、そういった根

拠になるものがないのではないかという指摘

がございまして、それは本当にそのとおり

で、今までずっとやってきたこと申しわけな

いんですけども、旅費については減額させて

いただくという形で、賃金単価に若干ですけ

れども、それは上昇させていただきましたけ

れども、この３者の方についてはやはり収入

減となってございますが、それはもうご理解

をいただいて、お願いしてそのようにさせて

いただきました。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ちょっと理解できない部分

がありまして、県の条例が昨年度まではあっ

たので出していたという言葉なんですけど、

あって出していて、今年その条例ないんです

か。いや、ちょっと理解ができないもので、

昨年度までは町の条例でなく県の条例に基づ

き処理していたが、本年度においては県の条
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例はあるけれども県の条例でなくて、本町に

はないからその賃金に若干上乗せして処理を

させていただいていると、働いてる方に。そ

ういうことでよろしいんでしょうか。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） そのとおりでござ

います。県には条例は現在ございますけれど

も、町にはないという形で、そのようにさせ

ていただいております。議員おっしゃるとお

りです。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中薮清志議員。 

○中薮清志議員 １つ確認も含めてお伺いし

ます。 

 42ページの11需用費の印刷製本費追加で、

「わたしたちの太子町」とあるんですが、先

日の説明の中では、たしか４年ごとに改訂し

て、４年に１度まとめてつくるというふうに

伺って、それが今回ストックしていたものが

新学習システムにそぐわなかったのでつくり

直したというような感じの意味でとらえたん

ですけれども、もしそうであるんでしたら、

今回のこの補正で何冊つくったのかというの

と、その分どれだけ無駄になってしまうのか

というのと、そのストックでもしあるんでし

たら、その本の始末の方法というのがわかれ

ばお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） ストックはござい

ません。無駄になったものはないんですけれ

ども、当初23年度におきましては500冊を印

刷する予定でございました。それで、82万

5,000円の予算を計上させていただいており

ましたけれども、議員おっしゃったように４

年ごとに教科書改訂があるという形で、24年

度から使用するものを、今年度３月でござい

ますけども、編集委員会の作業はもうすべて

終わっております。ですから、補正予算で議

決がされましたら早速印刷にかかり、24年度

から利用させていただくということ。それに

つきましては、現在の新３年生につきまして

は新３年生以降、それは400冊掛ける４年分

を印刷させていただきます。そして、現在３

年生の方は古いほうを持っておられるわけで

すけれども、新４年生になりますと新しいほ

うも必ず必要でございます。さらに１年分は

支給させていただくという形で、2,300冊を

印刷させていただきます。266万5,000円でご

ざいます。ですから、その差額分184万円を

今回補正させていただいております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 じゃあ、重複する部分があ

ろうかと思いますけれども、１点だけお伺い

したいんでお願いします。 

 まず、私は収入の部で、ふるさと応援寄附

金が先ほど首藤議員の中で、質疑の中で総務

部長が……。 

○議長（佐野芳彦） ページ数を言ってくだ

さい。 

○中井政喜議員 はい。22ページお願いしま

す。総務部長から既に金額の報告を得たわけ

ですけれども、この中で私気になるのは、新

規に寄附をいただいた方等があるんであれ

ば、どの金額の部分かということだけでも聞

かせていただきたいんですけども、いかがで

しょうか。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 申し上げます。７

件と申し上げました。７件で135万5,000円、

これすべて今年度の新規でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 28ページですけれども、款

２総務費の目２賦課徴収費の節23の償還金利

子及び割引料の中のその部分ですけども、租

税過誤納付還付金追加ということで、青山ゴ

ルフ場の課税の過誤があったということで、

およそ1,400万円出たわけですけども、これ



－128－ 

はなぜこういうことが発生したのかというこ

とと、地方税法の改正によるのかなと。詳細

説明でちょっと聞き漏らしたもんですから、

地方税法の改正によるのかということと、そ

れからなぜここまで金額が膨れる、何年間で

この額になったのかちょっと不明なんです

が、なぜここまでの金額に膨れ上がるまでわ

からなかったのかということ、それちょっと

お尋ねします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 少し長くなります

が、丁寧に説明をさせていただきます。 

 青山ゴルフ場におけるゴルフコース部分の

固定資産税評価につきましては、当ゴルフ場

が姫路市域にまたがり所在していることか

ら、従来より価格バランスを図る上で、姫路

市と同一の評価方法、評価額を用いておりま

す。 

 このことは青山ゴルフ場も承知しておりま

すが、このたび課税標準額について、姫路市

及びたつの市は評価額の７割と算定されてい

るが、太子町については課税標準額が評価額

と同じになっている旨、青山ゴルフクラブ支

配人より問い合わせがございました。 

 調査の結果、ゴルフ場の課税標準額の考え

方につきましては、商業地等の区分を用い、

課税標準額が評価額に対してどの程度まで達

しているかということを示す負担水準の割合

をもって毎年課税標準額を決定することとし

ております。それは平成９年度の評価がえよ

りと定められております。 

 土地に対する税負担の調整でございます

が、平成９年度税制改正により導入された負

担水準、新評価額に対する前年度の課税標準

額の均衡を重視した税負担の負担調整措置及

び地価の下落により負担水準の均衡化が進展

しておりますが、地域や土地によって相当の

ばらつきが残っているので、平成９年度評価

がえに伴い抜本的な見直しを推進して、課税

の公平を図っていくということでございま

す。平成９年度より考え方が変わっておりま

す。 

 そして、その後、土地の種類による調整措

置ということですが、平成９年度評価がえま

では住宅地、非住宅地、農地の３つの区分に

よる負担調整により負担水準の均衡を図る措

置が講じられておりましたが、平成９年度よ

り住宅地、商業地等、宅地比準土地以外の土

地、農地等の４区分になりました。 

 課税誤りに至った理由でございますが、先

ほど申しました平成８年度までは負担調整区

分は、繰り返しますが、１つ目、住宅用地、

２つ目、非住宅用地、３つ目、農地と、これ

が平成９年度以降、住宅用地は同じ住宅用

地、非住宅用地が商業地等と宅地比準土地以

外の土地に分かれました。農地は同じでござ

います。この際、今言いました非住宅地と商

業地等、宅地比準土地以外の土地に２つに分

かれたときに、本町の場合は宅地比準土地以

外の土地を適用しておりまして、間違ってお

りました。正解は商業地等をとるものでござ

いました。 

 1,394万5,000円という高額な内容をお返し

する、これ本当に納税者の青山開発さんにも

丁重におわびをしたところでございますが、

間違った理由は以上でございますが、金額に

ついてのご説明を申し上げます。 

 これにつきましては、今言いました平成９

年度からでございますんで、平成９年度と

10年度は、たまたまというと申しわけないで

すが、たまたま合っておりました。数字的に

間違ったのは平成11年度から平成22年度まで

でございます。本税が1,149万8,500円。

1,149万8,500円、これは本税でございます。

それと、還付加算金244万6,500円。244万

6,500円、還付加算金でございます。これで

合計で1,394万5,000円となるものでございま

す。 

 なお、還付加算金についての説明を申し上

げますと、還付加算金、地方税法の18条の規

定によります、５年までは年4.3％の利率で

計算しております。それ以前は太子町固定資

産税に係る返還金交付要綱、これは民法の規

定によりまして年５％ということになってお
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ります。そういうことで還付加算金を計算い

たしております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 中井政喜議員。 

○中井政喜議員 先ほどふるさと応援寄附金

の関係で、私の寄附金という言葉でちょっと

ミスっておりましたので、これ初めて寄附金

をされた方がいらっしゃるのかどうかという

ことを確認したかったんですけれども、それ

だけちょっと。先ほどの分は訂正をいただき

たいと思いますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 先ほど答弁いたし

ましたとおり７件でございますが、皆さん初

めての方でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 堀卓史議員。 

○堀 卓史議員 １件だけお願いします。 

 33ページ、児童館運営費なんですけど、財

源更正とあるんですけれども、これをちょっ

と、条例改正か何かで財源を変えたのか、そ

こら辺をちょっと説明お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 財源更正という言

葉につきましては、その事業を行うに当たっ

て、特定財源というんですか、国庫支出金だ

とか、地方債だとか、そういう特別なひもつ

きの財源がある場合に、財源がひもつき財源

といわゆる一般財源、税等の一般財源という

ことで財源内訳を書きます。今回の場合、財

源更正といいますのは、国県支出金のほうが

25万3,000円減りまして、その分で一般財源

のほうを補てんしないと、歳出総額は同じで

ございますので、そういう形でする場合に財

源更正という言葉を用いまして予算上表示す

るというふうになっております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第１号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 賛成多数です。したが

って、議案第１号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第２ 議案第２号 平成２３年度兵 

       庫県太子町国民健康保険特別 

       会計補正予算（第３号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第２、議案第２号

平成23年度兵庫県太子町国民健康保険特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第２号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第２号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 
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  日程第３ 議案第３号 平成２３年度兵 

       庫県太子町介護保険特別会計 

       補正予算（第３号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第３、議案第３号

平成23年度兵庫県太子町介護保険特別会計補

正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 歳入のところで、６ページ

のサービス事業収入のところの介護予防サー

ビスプラン作成報酬減額、これについても提

案理由の説明があったかと思いますが、再度

の詳細説明をお願いいたします。 

 それと、８ページの保険給付事業繰入金

5,000万円ですか、これの……。 

○議長（佐野芳彦） ちょっと聞こえにくい

んではっきりと。聞き取りにくいんで。 

○井川芳昭議員 再度の詳細説明をお願いい

たします。 

 それから、10ページの委託料の525万円、

これも介護保険システム改修委託料追加、ど

んな改修をしたのかという再度の説明をお願

いいたします。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） まず、６ペー

ジの介護予防サービスプラン作成報酬減額で

ございます。これにつきましては、国保連合

会へ委託しておりますサービスプランの作成

業務の報酬の減額という、件数の減による減

額となっております。 

 それから、８ページの保険給付事業繰入金

5,096万4,000円でございます。これにつきま

しては、介護保険特別会計の一般会計からの

法定繰入分でございます。２億7,737万

4,000円を決算見込みとしまして、３億

2,833万8,000円というふうになっておりま

す。5,096万4,000円の繰入金で、法定繰入金

となっております。 

 それから、10ページの委託料525万円でご

ざいます。これにつきましては、24年度から

介護保険料の改修年度になっております。３

年に１回の改修年度になっております。24年

４月１日からスタートするために、23年度３

月から予備準備期間として契約を交わし、３

月に準備態勢に入りたい旨考えておりますの

で補正させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第３号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第３号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第４ 議案第４号 平成２３年度兵 

       庫県太子町後期高齢者医療特 

       別会計補正予算（第３号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第４、議案第４号

平成23年度兵庫県太子町後期高齢者医療特別

会計補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 １点だけ、６ページの19の

負担金補助及び交付金の、後期高齢者医療広

域連合保険料納付金追加、これについても１

点だけ詳細説明お願いいたします。 
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○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） この負担金

443万8,000円でございますが、これは後期高

齢者医療広域連合保険料ということで、広域

連合のほうで途中加入等の方々がそれぞれ増

えておりますので、連合負担金としまして２

億4,389万6,000円、当初でございます。これ

を443万8,000円追加しまして、２億4,833万

4,000円ということで補正させていただいて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第４号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第４号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第５ 議案第５号 平成２３年度兵 

       庫県太子町墓園事業特別会計 

       補正予算（第２号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第５、議案第５号

平成23年度兵庫県太子町墓園事業特別会計補

正予算（第２号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第５号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第５号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第６ 議案第６号 平成２３年度兵 

       庫県太子町下水道事業特別会 

       計補正予算（第３号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第６、議案第６号

平成23年度兵庫県太子町下水道事業特別会計

補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 ６ページの19番負担金補助

及び交付金の、揖保川流域下水道維持管理負

担金追加680万円、この件についての追加理

由の詳細説明だけお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） これは処理水

量の確定によるものでございまして、当初予

算計上しておりました処理水量が399万

6,000立方メートルということで、３月末で

の見込みということで、４万1,200から増え

る、４万1,240、ちょっとお待ちください。 

○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午前11時19分） 

（再開 午前11時19分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 412万4,000立

方メートルに増えます。よって、12万
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8,000立米増となりますので、その分補正を

お願いしているということでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 井川議員と同じ質問になる

んですが、今部長のほうでその処理量という

ことを言われたんですが、施設を定期的に悪

いところを直すために、その建設のために要

ると私は理解してるんですけど、それでよろ

しいんですか。それで、具体的にどういうこ

とを、どういう部分を修理といいますか、改

修といいますか、直されるのか、ちょっと今

のご説明だったら量だけだとおっしゃってる

んで、私はちょっとそれは違うんじゃないか

と言うと失礼な言い方ですけど、その直す部

分の負担じゃないんですか。 

○議長（佐野芳彦） 経済建設部長。 

○経済建設部長（山本武志） 当然建設事

業、維持管理も含めまして、管路、施設等の

管理費用ということに充当する費用でござい

ますが、それの基礎になるのが処理水量によ

って負担をしていくと、県並びに構成市町で

負担するという、そういうことでございま

す。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第６号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第６号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第７ 議案第７号 平成２３年度兵 

       庫県太子町前処理場事業特別 

       会計補正予算（第３号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第７、議案第７号

平成23年度兵庫県太子町前処理場事業特別会

計補正予算（第３号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第７号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第７号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第８ 議案第８号 平成２３年度兵 

       庫県太子町水道事業会計補正 

       予算（第４号） 

○議長（佐野芳彦） 日程第８、議案第８号

平成23年度兵庫県太子町水道事業会計補正予

算（第４号）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 
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 これから議案第８号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第８号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第９ 議案第９号 工事請負変更契 

       約の締結について（斑鳩小学 

       校屋内運動場改築工事） 

○議長（佐野芳彦） 日程第９、議案第９号

工事請負変更契約の締結について（斑鳩小学

校屋内運動場改築工事）を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 アスベストの含有物を撤去

されるということなんですが、これまで、あ

るいはこの工事期間中に、何というんでしょ

うか、専門用語わかりませんが、量といいま

すか、要は児童への影響について調査といい

ますか、されていますか。あるいは、今後こ

のことにより、撤去処分の追加により何かの

影響があると考えられますか。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） アスベストの件で

ございますが、微量のアスベストを含む屋根

スレート材ということでございますので、成

分は昔の石綿というようなものではなくて、

極めて微量であるということでございますの

で、これを適正に処分するということでござ

いまして、健康面についての調査等はする予

定はございません。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 ですから、そういう今後健

康面への調査する予定はないと言われました

が、要はもう影響のないという範囲だと判断

してるということでよろしいか。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 議員おっしゃると

おりでございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 これについても、学校関係

の耐震工事とか、そういった意味で、こうい

った工事にかかわるわけですが、必ずいつも

言ってるように、精査して、見積もり上げて

やってくださいと、常々、龍田小学校の耐震

工事のときから言ってますように、やっぱり

出るんかという形で、また440万円ほどです

か、工事内容からいうたら、予算の意味から

いうたら５％ぐらいの追加工事になるわけで

す、これ。だから、契約の相手方は一流の会

社なわけです。それがこういった工事に入る

ときに何でやっぱり。先ほど服部議員言われ

たそのアスベストの件もそうです。ある程度

わかってるわけやね。その解体するときにア

スベストが入ってるなということもわかる

し。建築工事にマイナスの金額も出てるとこ

ありますけど、それにしてもこういった電気

配管移設工事であるとか、それから給水配管

の移設ですか。こんなもん最初から多分わか

ってるんですね。その地権者の境界のこうい

ったことに関しては協議の結果こういったこ

とになったという形で、そら折り合いつけて

こうなったんやろというふうに思いますけ

ど、全体的なその工事に関することに関し

て、もっともっとこれやっていただかない

と、これ400万円やからええんやとかという

形で、追加工事に関しては再入札が要らない

ことをええことに、こういったことが工事内

容として出てくる。いつもそうです。額によ

らず。大体300万円、400万円の追加工事が出

てくるわけです。その都度精査して、こうい

ったお金は、見積もり出した責任上、入札し

ていただいた責任上、どっかで、サービスと

は言わへんけど、どっかでのんでいただくみ

たいなね。こういったもう３億円の工事です
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から、400万円ぐらいが何やと、民間ではこ

れ通用せえへんからね。出した金額に対して

はある程度辛抱してもらうスタンスとるから

ね、民間では。つまり、行政の仕事の内容に

してはそういったことはできひん、そら重々

わかります。わかった上でも、やはりこれで

やったんやから、何があってもまあこれでよ

ろしく頼むというぐらいの姿勢を持って、そ

こはもう精査してもらわんとあかんでという

内容で当たっていただかないと、もう何回何

回もこれ出てくるんですね。今後この太田小

学校の耐震工事、南館ですか、北館ですか、

また発生することになって、またこれも出て

くるんでしょうと。だから、大手さんがやら

れる中でもこういうことは出てくるというこ

と、私いっつもこれ腹立たしく思います。多

分出てくるんやろと思うたらやっぱり出てく

るみたいなとこ。この門扉のその木の撤去す

るんはやっぱり移設の変更した、その下の門

扉は再利用、これはこういうことはいたし方

ない費用かもしれません。ほかのことに関し

て、わかるやろと、最初から。ということを

最初に前段で話ししてもらって、わかるとこ

に入札してもらうというぐらいのことを持っ

てしていただきたいというふうに思いますけ

ど、その辺いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 工事内容につきま

しては、やはり例えば天井材の天井下地の関

係など言いますと、下から見ても、一番上の

カラー鉄板と、それから天井との間に野地板

にあるようなもので、目視の状態では見えな

いものであったわけですね。ですから、設計

上それは組み込めなかったということ。それ

から、議員さんもおっしゃいましたけど、既

設配管などは埋設管でございますので、やは

り工事に着手して予想外のものが出てきたと

いうことがございますので、これについては

ご理解をいただきたいと思います。精査して

ということは、今後の工事においてもそれは

出てくると思いますし、できるだけそれは当

初のとおりいけばいいわけですけども、地盤

などは特にそうですが、自然を相手にしてお

りますのでどうしてもやむを得ない、精査と

いうものは出てくるのはやむを得ないと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 いや、それね、教育次長の

答弁わかります。だけど、これ一流の会社な

んですね。その地盤の調査とか、いろんな今

後出てくるやろうということを想定して工

事、それできる会社であるんで、これね。天

井やから見えへんかったとか、いや、地中に

埋まっとったから見えへんかったやなしに、

多分そんなものが通ってるやろうという想定

ができるわけやないとね。それを何かわかっ

とったのに後になって、いやいや、見つかっ

たんやみたいなことになって、別にこんなん

歴史の発掘調査しとんじゃないんですから、

そんなことは絶対できるはずですからね。た

またま今回のその変更工事は龍田小学校みた

いにカーテンがなかったんやとか、見積もり

に入ってなかったとかということがないから

まだましですよ。それだけ、私、答弁要りま

せんから、結構でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 清原良典議員。 

○清原良典議員 もと請負の経験がある私と

しましては先ほどと同じような質問はしませ

んけども、いよいよ３月10日に竣工式も迎え

とんですけども、金銭的な工事金額に対して

の質問はありませんけども、当初から一番大

事な近隣の皆さんに対しての迷惑は、これは

あってはいけないことなんですけども、せん

だって近隣の方より非常に憤慨された話を聞

きました。当然ご承知やろと思うんですけど

も、もう目前に迫った竣工式、すぐ寸前に私

も聞いたもんで、その辺の対処、結論、どの

ようになられたのか、説明のほうお願いしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） どういったことを
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おっしゃっとんのか私もなかなかわからんの

ですけれども、北側の民家の方から、汚水ま

すというんですか、そういったものが、排水

の関係、すべてが全部汚水じゃないんですけ

れども、排水の関係のますもあるんですけれ

ども、そういったものが露出して目につくと

いう形でご指摘がございました。それについ

ては、やはり説明いたしまして、すべて埋設

するというんですか、地面ひたひたにすると

いう形でご理解をいただいております。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 清原良典議員。 

○清原良典議員 そんなことは少し手を加え

ればいいんですけども、日照権の関係なんか

は問題出なんだですか。少しそのような話も

耳にはしたんですけども、その辺明確にお答

え願います。 

○議長（佐野芳彦） 教育次長。 

○教育次長（神南隆司） 日照、日陰の関係

でございますけれども、それにつきましては

現在の基準では法的な基準はクリアできてい

るということで、どうしても目の前に大きな

建築物が建ちますとやっぱり圧迫感とかそう

いったものがあろうかと思いますけれども、

それも当初に模型などもつくって説明させて

いただいてますので。確かに目の前にあると

いうことになれば大変でしょうけども、それ

はもうご理解をいただいてると考えておりま

す。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第９号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手多数） 

○議長（佐野芳彦） 挙手多数です。したが

って、議案第９号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１０ 議案第１０号 町道路線の 

        認定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第10、議案第10号

町道路線の認定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第10号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第10号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１１ 議案第１１号 障がい者制 

        度改革推進本部等における 

        検討を踏まえて障害保健福 

        祉施策を見直すまでの間に 

        おいて障害者等の地域生活 

        を支援するための関係法律 

        の整備に関する法律の施行 

        に伴う関係条例の整備に関 

        する条例の制定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第11、議案第11号

障がい者制度改革推進本部等における検討を

踏まえて障害保健福祉施策を見直すまでの間

において障害者等の地域生活を支援するため

の関係法律の整備に関する法律の施行に伴う

関係条例の整備に関する条例の制定について
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を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 ３条例の引用条文の変更と

いうことで、それはまあ理解してます。特

に、もとの条例、もとの法律の中におきまし

て、相談支援の充実の中に相談支援体制の強

化というのがあるんです。市町村に基幹相談

支援センターを設置して自立支援協議会を法

律上位置づけたということがあるんですけれ

ども、今回の本会議場でも特にこういうのが

ないということで、既にこれにかわるものが

町において設置されていると思われるんです

が、その点について説明をお願いいたしま

す。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） まだちょっと

若干説明会が、今現在要綱で町のほうは制定

しようと、今現在しておるという状況でござ

います。 

○議長（佐野芳彦） 中島貞次議員。 

○中島貞次議員 しようとしているというこ

とですが、この本法律によりますと、平成

24年４月１日施行で、自立支援協議会につい

ては平成24年４月１日までの政令で定める日

から施行ということで、期限が、いつ市町村

で決めなさいということは決められていない

んですけれども、特に障害者を中心とした相

談体制をやっぱり町としても確実にこの法律

によって、相談支援センターみたいな、大き

な結構名前がついたものなんで、やっぱりこ

ういう制度は積極的に早急に取り組んでいた

だいて、障害者のための一つの支援になる、

制度づくりをお願いしたいなと思ってますの

で。この法律によりますと、基幹相談支援セ

ンターを市町村には設置して、自立支援協議

会を法律上位置づけたとありますんで、それ

が相談支援体制の強化と、これが法律の概要

なんで、それをよろしくお願いいたします。 

○議長（佐野芳彦） 答弁はよろしいです

か。 

 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 要綱制定に基

づいて実施していくということになろうかと

いうふうに思います。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第11号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第11号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１２ 議案第１２号 太子町税条 

        例の一部を改正する条例の 

        制定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第12、議案第12号

太子町税条例の一部を改正する条例の制定に

ついてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第12号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。ご
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異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第12号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１３ 議案第１３号 太子町福祉 

        医療費助成条例の一部を改 

        正する条例の制定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第13、議案第13号

太子町福祉医療費助成条例の一部を改正する

条例の制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 改正によりまして、同一生

計世帯内での合算の税額にするということに

なってるんですが、従前は同一生計世帯内の

最上位所得者の税額であると。率直な質問な

んですが、今までなぜ今回の改正のようにし

ておられなかったのかなと、これを見て思っ

たんですね。今まではなぜ合計でなく一番多

い方でやっていったのかが、素朴な疑問が生

じたので、お答えいただけたらありがたいで

す。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 今までですけ

ども、これは兵庫県の福祉医療助成条例に基

づいて準用して太子町も実施いたしておりま

す。その額が23万5,000円でございます。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 私は、この改正を見て、い

や、ごもっともだなと思ったものですから。

なぜ最初から。今部長のほうは県のほうでそ

うなっとるからそれでやってるんだというお

答えだったんですけどね。それはそうといた

しまして、素朴に思うんですけど、今回改正

のようになって当たり前じゃないかなと思っ

たもので、当初なぜこういうふうに。県がさ

れてるということですが、県のもとに本町も

なぜそういうふうに考えておられたのかとい

うか、もっと早くからこういうのを最初つく

るときに気づかないのかなというと言葉が語

弊があるんですけど、なぜ。今まででしたら

いろんな差というか、いろんな家庭内の事情

がありますから、今回のほうがより公平かな

と思いますので、なぜ当初こうなってたのか

なと思ったのでお尋ねしておりますが、答え

られますか。 

○議長（佐野芳彦） 生活福祉部長。 

○生活福祉部長（山本修三） 今までも県

の、これは県と同じ福祉医療制度でございま

すので、今回は県の第２次新行革プランの中

で県のほうは改正されました。世帯合算とい

うことで改正されました。それに基づいて、

同一制度でございますので、町のほうも改正

に至ったということで…… 

（服部千秋議員「それは、わかっとん

ですけど、だからなぜそう……って」

の声あり） 

 例えばこの額が違ってきますと、県の助成

と同じように同一人に対して違った助成内容

になってしまいますので、同一人にはやはり

同額の基準額を設けるほうが適切であろうと

いうふうなこともございます。事務的にはそ

ういった形もございます。 

（服部千秋議員「ちょっと休憩しても

らえますか」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 暫時休憩します。 

（休憩 午前11時45分） 

（再開 午前11時46分） 

○議長（佐野芳彦） 休憩前に引き続き会議

を開きます。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第13号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常
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任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第13号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１４ 議案第１４号 太子町介護 

        保険条例の一部を改正する 

        条例の制定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第14、議案第14号

太子町介護保険条例の一部を改正する条例の

制定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第14号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり福祉文教常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第14号は福祉文教常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１５ 議案第１５号 太子町下水 

        道条例の一部を改正する条 

        例の制定について 

○議長（佐野芳彦） 日程第15、議案第15号

太子町下水道条例の一部を改正する条例の制

定についてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 質疑なしと認めます。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第15号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり経済建設常

任委員会に付託することにしたいと思いま

す。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第15号は経済建設常任委員

会に付託することに決定しました。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１６ 議案第１６号 兵庫県市町 

        村職員退職手当組合規約の 

        変更について 

○議長（佐野芳彦） 日程第16、議案第16号

兵庫県市町村職員退職手当組合規約の変更に

ついてを議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 確認だけいたしておきま

す。これは名称変更のみのということで理解

してよろしいんですね。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） はい、そのとおり

でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 児童福祉法の一部改正法、

これを、申しわけありません、私確認してい

ないのでお尋ねをいたしますが、この改正の

中で肢体不自由児童機能回復訓練施設がこど

も発達支援センターというふうに変わったと

いうことの理解でよろしいんでしょうか。そ

れとも、この改正によって何か内容、やるべ

き内容が変わることによって、わかあゆ園様

のほうでこのような名前にしたほうがいいと

お考えになったのか、それをお答えくださ

い。 



－139－ 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 児童福祉法の一部

改正の中身を申し上げます。 

 第43条、知的障害児通園施設、第43条の

２、盲聾唖施設、第43条の３、これが肢体不

自由児施設、第43の４、重症心身障害児施

設、第43の５、情緒障害児施設、これが旧法

が、５本の今条文申し上げましたですが、旧

法はこの５本でしたんですが、それが新法に

なりますと、第43条、児童発達支援センター

ということになります。法律上、一本化され

たということでございます。しかし、この本

事例のわかあゆ園につきましては、中身の事

業は一切変わりません。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 討論はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 討論なしと認めます。 

 これから議案第16号を採決します。 

 この採決は挙手によって行います。 

 本案は原案のとおり決定することに賛成の

方は挙手願います。 

（挙手全員） 

○議長（佐野芳彦） 挙手全員です。したが

って、議案第16号は原案のとおり可決されま

した。 

  ～～～～～～～～～～～～～～～ 

  日程第１７ 議案第１７号 西播磨地域 

        消防広域化協議会の設置に 

        ついて 

○議長（佐野芳彦） 日程第17、議案第17号

西播磨地域消防広域化協議会の設置について

を議題とします。 

 本案については、２月24日の本会議で既に

提案理由の説明が終わっていますので、これ

から質疑を行います。 

 質疑はありませんか。 

 井川芳昭議員。 

○井川芳昭議員 この件についてもいろいろ

と意見があろうかと思うんですが、この規約

の内容の中に協議会事務所はたつの市に置く

という形で規約は決まっておるようですが、

これ事務所はたつの市に置くんであるんであ

れば、その主導権というのはたつの市が主導

権を持ってやっていくのかということと、そ

れからこれに参加しなければどういったデメ

リットがあって、参加することによってメリ

ットということもお尋ねいたします。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） 主導権という意味

なんですけども、ええ意味の主導権、それは

当然事務局がたつの市さんになりますんで、

事務局主体でもって事務、段取り、いろんな

ことしますんで、ええ意味では主導権と言え

るかなと思います。これ今悪いほう言うと話

がややこしなりますんで、そういうことはま

あないと思います。 

 それから、参加しなければということなん

ですけども、確かにこれ参加しなかって広域

消防から外れると、例えば今太子町もこの辺

全部アナログ、消防無線アナログ無線ですけ

ども、その基盤整備する際に国の財政支援措

置が受けられない。単費で、例えば立岡山に

アンテナ立てたり、城山にアンテナ立てた

り、もう全部単費でやらんといけませんで、

それについては、これは非常に財政的には太

子町ではもう無理があるかなというところで

ございます。今考えられるのはそれです。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 私、総括質疑でも触れさせ

ていただいているのでありますが、ちょっと

ここが先でありますのでお尋ねいたします。 

 今部長のほうから広域化したときに国から

の補助ということなんですが、今具体的に答

えられないと思いますけれども、では具体的
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に想定されるものとして、どういうような内

容で、大ざっぱで結構ですけど、どれぐらい

の、額まで言えない、言うことは無理だと思

いますが、どういった、少しなのか、たくさ

ん、それに対して出るような方向になってい

るのか。よく合併のときなんかでも合併特例

債があるからこれしたらこれこれがしてもら

えるとか、そういう話が説明のときに出てく

るわけですね。今回も、しからば広域化すれ

ばどれくらいのものが全体に対して、全体と

いっても太子町だけではありませんけど、ど

れくらいのものが出そうなのか。それで、太

子町のこの土地の中にどれぐらいのものが出

る可能性としてあるのか、そういうことを知

りたいと思います。 

 それでもう一つは、デメリットが全くない

というふうにご説明のときになされてたよう

に記憶しておるんですが、例えば広域化する

ことによって、近隣市町に、今太子のところ

にある、救急のときに車が行って、これはど

こでも、どこの市町でも同じことになるわけ

ですが、そのために太子町内に車がないと。

そしたら、それはそのとき要は太子以外のと

ころの車が太子に来ると、そういうふうに手

配するということになるわけですけれども、

時間が今救急車が来るときの時間よりも、重

なることはもしかしたらそう頻繁にないのか

もしれませんけれども、そういうデータも検

討されなければいけないことだと思いますけ

れども、太子町の住民が、住民以外でも急に

倒れられて、来る時間ね。私も一回、道で倒

れておられる方がおられたから、救急車お願

いしたらすぐに来たんですね。本当にすぐ来

ました、太子町内でしたから。それがもしも

広域化することによって遅くなるというか、

それがどれぐらいの程度想定されるのか。当

然遅くなることというのは絶対ないとは思わ

ないんです。ですので、その２点についてお

考えをお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） まず、財政的なこ

とのお話をさせていただきます。 

 単独整備になりますと通常、試算値でござ

いますけれども、太子町がたつの市の消防本

部に対して負担しなければならない額は３億

4,000万円程度になります。それが広域整備

になりますと、スケールメリットということ

がございますので、３億円程度に抑えられ

る。そしてなおかつ、広域化を国が推進して

おりますので、起債に対して充当率が75％、

交付税算入が30％しかないものが、広域化す

れば充当率90％、交付税算入率50％というこ

とで、非常に後々有利な起債がございます。

そういうような形で比較していきますと、１

億円程度、広域化に参加しなければ太子町は

負担が増えるということになっております。 

 以上でございます。 

○議長（佐野芳彦） 総務部長。 

○総務部長（香田大然） あと、現場到着の

時間というお話だと思うんですが、これは今

現在も老原のところに太子消防署がありま

す。その消防署がなくなるわけでもありませ

ん。たまたま太子町は町内に太子消防署があ

りますから、それはそれでいいんですが、例

えば山間部のほうへ行ったときも、市町の境

もなくなって、現場到着の時間が短縮される

という今想定で話が進められております。 

 それから、広域になりますと、部隊運営は

消防隊、救急隊、その部隊運用が、出動回数

が増えるというふうなことで、初動態勢の強

化も図られるといったような今現在の展望で

ございます。そういう内容につきましては、

今後４月以降、この協議会の中で話がどんど

ん具体化されていくであろうという現在の状

況でございます。 

○議長（佐野芳彦） 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 今財政課長のほうから充当

率云々のお話もあったんですが、それで１億

円太子町の負担が増えるであろうとおっしゃ

ったんですけれど、済いません、もう少しわ

かりやすくですね。それで、１億円増えると

いうのはどれくらいの、どの期間に１億円と

おっしゃっているのかをお願いしたいという

ことですね。 



－141－ 

 それから、総務部長のほうから山間部のこ

とをおっしゃいました。それは実際山間部に

おいてはそうだと思います。山間部といいま

すか、特に隣接している市町の間で、現在で

あればこの境界を越えていけないけれども、

これによって行けることによってその地域は

助かると、それはそのとおりだと思います。

非常にそれは全体的なことからいうとメリッ

トだと、それはもうそのとおり思うんです

が、太子町において、この狭い太子町におい

て、先ほど申しましたように、このことによ

って救急車が来る時間が遅くなることは実際

にはあるわけです。どんな、どれだけあるか

というのは、何回来て、どういう頻度でとか

というのは私調べてしゃべってるわけでない

ので、何回あるかとは言えませんけれども、

このことによって、今まで３分何秒かで仮に

来ていたものが、状況によっては、わかりま

せんけど、十何分になるのか、10分強になる

のかわかりませんけれども、そういうことが

ここの太子町においては起こると思いますの

で、その点をお尋ねしたんです。広域化した

ら、それは仕方ない言われたらそういう考え

もあるわけですが、太子町においてそこが私

は心配であると。これはたつのとこの件につ

いて合併するときもそこは心配になったんで

すが、やはり、やはりといいますか、心配に

なりました。ですので、この点についてどう

かなと。太子町、狭い太子町において、その

ことによって、時間が仮に10分遅れることに

よって困ることもあり得ると思うので、この

２点、同じことの質問なんですけれども、も

う少し詳しくそれぞれお願いします。 

○議長（佐野芳彦） 財政課長。 

○財政課長（堀 恭一） 先ほど申し上げま

した、いわゆる広域化することによって太子

町が負担する割合ですけれども、先ほど申し

ました３億4,000万円程度が３億円程度にな

る。それでまず4,000万円のいわゆる負担が

減になり、それと交付税算入と申し上げまし

たので、起債の発行の充当率が75％で0.3と

いうことになりますので、計算してみますと

大体7,800万円程度の、広域化しなければ

7,800万円ぐらいの実質の助成がございま

す。それが、充当率が90％の0.5ということ

になりますと１億3,000万円程度の交付税で

算入がございます。その差約7,000万円程度

ございますので、総合計２つ足しますと１億

円程度のメリットがあるということでござい

ます。それはもちろん交付税ですので、後々

返ってきますので、起債の発行とともに返っ

てきますので、この起債の償還終わるまでそ

のメリットがあるということでございます。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） 業務の関係でございま

すが、今この広域化やろうということで今後

協議を進めていくんですが、サービスの低下

というのはもう起こさないと。これ広域化し

てサービスを低下さすんであれば大変なこと

になりますので、それはもうサービスの低下

は絶対に起こさないようにやると。今いみじ

くも３分かかっておったのが10分もというよ

うなことは、太子消防署、それを縮小すると

いうことは全く私は今の時点では考えており

ませんし、今後の協議の中でも考えておりま

せん。まして、しかしながら、その反面、私

ども今消防業務はたつの市消防署に全面委託

をしておりますので、たつの市さんと十分そ

うしたところは協議しながら今後のこの方針

をしっかりと打ち合わせをしていきたいなと

いうところでございますので、今おっしゃる

ように、そういう極端なことが起きるといい

ますと、これは例ですが、もう一例、宍粟市

に大きな災害が起きた、宍粟市、その中でこ

ちらの消防、最少必要限度の人員だけを置い

て、そちらのほうに集中的に支援を、支援と

いいますか、業務を行うというようなときは

若干の遅れはあろうと思いますが、それは今

後回数にしますと想定は私はできないと思い

ますんで、今の業務はもうしっかりと現状維

持でやっていきたいと、このように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ちょっとごめんなさ
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い。総務に付託されますので、委員長ですの

で、その点は確認してください。 

 服部千秋議員。 

○服部千秋議員 サービスを行わない前提で

これをしようとされてるというのは、それは

知っています。言葉としてはそうなんですけ

れども。そしてまた、今太子消防署は縮小は

することは考えていないと。それはそうだと

しても、心配になりましたのは、縮小しなく

ても、消防車とか救急車の来る時間が、特に

救急車の来る時間が遅くなることがないかな

というのを心配しております。ですから、サ

ービスが落ちないということは本当に担保さ

れるんでしょうか。そういう前提でしようと

してる、されてるということは理解してます

よ。でも、本当にそうなのかなというのが心

配なので、繰り返しになりますが、どれほど

の頻度があるかというのは、私もその１年間

のデータを持ってるわけでありません。近隣

の回数とか、そういうデータも持ってるわけ

でありません。ですので、本当にこれ心配な

んですね。本当にサービスが落ちないという

ことが担保されるかどうか。広域化のメリッ

トについては私もわかりますし、私の田舎の

あたりでありますと非常にメリットも多いと

思いますね。ですけども、ここの私は太子町

の町民にとってサービスの低下がないという

ことが担保されますかということをお尋ねし

ておりますが、いかがですか。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） もうこれは今の質問は

私は絶対に成り立たないと。今現状で推移し

ているということは、私自身も首長として協

議の中では、それは絶対に曲げられない事項

でございますので、現状維持でやるというこ

とでご理解お願いします。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） ほかに質疑はありませ

んか。 

 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 私、一般質問で５点ほどち

ょっとお聞きしました。それで大体内容はわ

かってるつもりなんですけど、１点だけちょ

っとお聞きしたいことがありまして。この広

域化するということが人員の削減につながる

んじゃないかなということをちょっと考えた

もんで。過去に土木事務所なんか、そういう

国の施策で職員を減らし、そしてまた土木事

務所なんかも各所にあったものを減らして、

佐用町での以前ありました災害、ああいうと

こでも大きな支障を来したということも私聞

いております。そういう中で、国の施策に今

までよくだまされてるんですよね。だから、

１点だけ、今言うように、消防団員さんです

か、それを削減しないということがあればあ

りがたいんですけどね。そういうことを１点

だけお聞きしときます。お願いします。 

○議長（佐野芳彦） 町長。 

○町長（首藤正弘） ちょっと一番最後、文

言にひっかかりますけど、消防団員は関係ち

ょっとございませんので、消防署員ですね。

消防職員、その方の削減というにもかかって

るんじゃないかと。これ極端なことを申しま

すが、よそのとこを出しましょか。太子町と

姫路市さん、勝原と支署がございます。太子

町は太子消防がございます。そこで、今です

と１つの消防署じゃございません。たつの消

防の太子消防署と、それから姫路消防署、そ

こは応援協定等々で連携をとらないといけな

い部分もあろうと思いますが、そういうとこ

らでは削減も考えられますわね。しかし、そ

ういうのは今のサービスは絶対に、今のサー

ビス以下に持っていくということはもうしな

いと。よりいいように持っていきたい。だか

ら、人員は今の人員で、できるだけやってい

こう。よほどそういうとこができた場合はお

互い今後の協議の中で話し合わないといけな

いと、このように思っておりますが、私自身

は宍粟市、佐用町、そうしたところは広い面

積でございますので大変だなと思う反面、ま

たそうしたところがあるんであれば、まだこ

れは確定いたしておりませんよ、今後協議す

る中で、よほど隣接しているところがあるん

であれば、そこはある程度縮小してどっかへ
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振り分けようかというふうに持っていくと、

このように思っております。人員では、だか

ら私はそういう大きな変動はないというふう

に考えております。 

 それから、資機材のほうでは、やはり広域

化にして、消防力の、常備消防としての資機

材の充実、これはぜひ図っていきたいなとい

う思いでございます。 

 以上です。 

○議長（佐野芳彦） 平田孝義議員。 

○平田孝義議員 今町長の力の入った話聞き

ましたので、本当に太子町を守る、広域によ

る消防をやっていただくことは私は異存はご

ざいません。どうも。 

○議長（佐野芳彦） 答弁よろしいね。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） ないようですので、こ

れで質疑を終わります。 

 お諮りします。 

 ただいま議題となっています議案第17号

は、会議規則第39条の規定によって、お手元

に配りました議案付託表のとおり総務常任委

員会に付託することにしたいと思います。ご

異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、議案第17号は総務常任委員会に

付託することに決定しました。 

 お諮りします。 

 本日の会議は議事の都合により、これで延

会したいと思います。ご異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

○議長（佐野芳彦） 異議なしと認めます。

したがって、本日はこれで延会することに決

定しました。 

 次の本会議は３月５日午前10時から開催い

たします。 

 ３月５日の本会議は改めて開催通知はいた

しませんので、ご了承願います。 

 本日はこれで延会します。 

 ご苦労さまでした。 

（延会 午後０時12分） 

 

 

 

 


